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私たちが今、見ている画像や動画に登場する人、あるいは景
色は本物なのか。深層生成モデルによるメディア生成は急速
に進化し、もはや人間には真贋判定は難しい領域に達して
いる。この技術は様々な応用に期待が集まる一方で、あたか
も本物のような映像・音声・文章といった「フェイクメディア」
が自動で生成され、これが悪用されれば社会は混乱をきた
す。フェイクと真実が大量に、無表情に並んでいる現在、信
頼されるAIの実現には「フェイクメディア」に対処する技術開
発が必要である。本講演では、GPT-2により生成された口コ
ミを検出する技術、Seq2seq＋Wavenet等により生成され

細胞レベルの非常に小さな粒子を思うように制御する!?ナノスケールのスピントロ

ニクス技術を用いて、生体細胞の移動方向を単一方向にしたり、選択的にトラップ

したりとダイオードやメモリ、AND/ORゲート、Tゲート、トランジスタといった電子

回路の機能素子のように生体細胞を制御する新しい研究について、12名のパート

ナー企業関係者を含む60名以上が聴講した。この中には「磁気技術の生命科学

への応用と聞いて想像するのは磁気ネックレスのような健康商品くらい」と、新しい

技術ゆえに事前知識を持ち合わせない参加者も少なからず存在したが、全く新し

い世界へと視野が広がることを期待した人たちにとって、十二分に満足のいく内容

となった。その要因の一つは、限られた時間の中で豊富な写真や動画を駆使し、基

礎的な背景から解説するという手法がとられたことがある。生命科学の新たな扉を

開く技術に、知的興奮を共有する時間となった。

演題にある「女性研究者のキャリアアップ」。一見、男性

には関係がないように思われるテーマだが、その答えは

「否」である。現在、ノーベル賞受賞者を顧客に持つ日

本ジーンウィズ㈱においてゲノム解析・合成の受託サー

ビスを立ち上げ、国内の研究機関や医療機関、製薬企

業に提供する講演者は中国で生まれた。大学教育を受

けた後、日本の大学院に留学し、大企業の研究者として

半導体ナノ計測の研究に長年従事。そして5年前、バイ

オテクノロジー企業の社長に転じた。その間、結婚、出

産、育児を経験しながら研究者としてのキャリアを積む。

本講演では、外国人・女性・母親という立場で、いかに

して半導体分野の研究者として世界トップレベルの技

術を開発し、ライフサイエンス分野の企業経営者にまで

キャリアアップできたのか。その経過が具体的に披露さ

れた。特に、ライフステージの変化によって研究に割ける

時間が制限された時期の乗り越え方の話は、研究や仕

事と、育児、介護などを両立する可能性のある参加者た

ちに大いなるヒントを与えた。

第１回AIE講演会
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第4回AIE講演会

第5回AIE講演会

深層生成モデルによる
メディア生成とフェイク検知

UCLA人工生命
研究者留学から
NeuralX,Inc
起業への道

異分野の会社経営者への

転身から体感した女性研究者の

キャリアアップのポイント

日本ジーンウィズ株式会社/

GENEWIZ Japan Corp.

代表取締役社長

張 利 (Zhang Li) 、原田 暁美 氏

AI Research Center,

AIST Tokyo Waterfront

Senior Researcher

Dr. Kristiina Jokinen 

国
立
情
報
学
研
究
所

コ
ン
テ
ン
ツ
科
学
研
究
系

教
授 
山
岸 

順
一 

氏

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
は
？

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

加
速
す
る
の
は
好
奇
心
だ

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
は
？

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

加
速
す
る
の
は
好
奇
心
だ

人
工
生
命
と
い
う
研
究
ト
ピ
ッ
ク
の
中
で
も
、人
間
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い

う
少
し
変
わ
っ
た
テ
ー
マ
を
研
究
し
て
き
た
仲
田
真
輝
氏
が
今
回
の
講
師
。興
味
深

い
内
容
に
、A
I
E
学
生
を
含
む
本
学
学
生
62
名
の
ほ
か
教
職
員
5
名
、パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
33
名
、合
計
1
0
0
名
が
参
加
し
た
。「
人
工
生
命
技
術
を
用
い
れ
ば
、人

間
の
視
線
の
動
き
な
ど
、A
I
で
は
再
現
で
き
な
い
部
分
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き

る
」と
か
、「
映
画
撮
影
に
お
い
て
、人
が
演
じ
る
に
は
危
険
な
シ
ー
ン
も
人
工
生
命
に

こ
れ
だ
け
多
く
の
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
る
と

は
。ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
数
多
く
市

場
に
出
現
し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、こ
れ
ら
対

話
ロ
ボ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
の
対
話
ア
プ
リ
が
抱
え
る
課

題
解
決
に
多
く
の
関
係
者
が
注
目
し
て
い
る
証
だ

ろ
う
。講
演
で
は
、い
か
に
ユ
ー
ザ
ー
の
状
況
と
要

求
を
理
解
し
て
適
切
に
返
答
す
る
か
。そ
の
解
決

方
法
を
探
る
べ
く
、言
語
的
な
情
報
は
も
と
よ
り
、

視
線
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、表
情
、動
作
か
ら
ユ
ー
ザ
ー

の
状
況
と
要
求
を
理
解
し
、社
会
的
・
個
人
的
な

知
識
を
統
合
し
て
返
答
す
る
対
話
処
理
の
技
術

が
紹
介
さ
れ
た
。具
体
的
に
は
文
脈
の
切
れ
目
や

話
者
の
交
代
、話
者
の
態
度（
話
し
た
い
の
か
・
考

え
て
い
る
の
か
・
話
を
終
え
て
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を

待
っ
て
い
る
の
か
）を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、さ

ら
に
は
母
語
に
よ
っ
て
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
の
意
味
が
変

わ
る
た
め
、正
し
く
理
解
す
る
必
要
性
ま
で
考
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。人
間
同
士
で
は
当
た
り

前
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
当
然
と
言
え
ば

当
然
な
の
だ
が
、機
械
が
そ
れ
を
ど
う
こ
な
す
の

か
。研
究
の
今
後
の
進
展
に
興
味
が
止
ま
ら
な
い
。

ま
た
本
学
加
齢
研
が
主
導
す
る
欧
州
・
日
本
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トe-

VI
TA
 
(

ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
を

目
指
す
仮
想
コ
ー
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム)

の
参
画
か
ら

得
ら
れ
た
対
話
処
理
の
例
も
紹
介
さ
れ
た
。

Spintrophoretic Mattertronics
for novel Bio-MEMS/NEMS
technologies

オンライン開催

第3回AIE講演会オンライン開催

ハイブリッド開催

オンライン／

復興記念教育研究未来館

復興記念ホール

た音声を検出する技術、Deepfakeと呼ばれる顔の偽造動
画を検出する技術などが紹介された。学生からは「AI技術
に限らず、新たな科学技術の二面性を十分に考えた上で、
それを信頼できる技術にするための研究開発が重要である
ことを痛感した」、「技術悪用への対抗策を知りたくて参加し
たが、有効利用の可能性も知ることができ、機械学習による
動画や文章の生成技術に関する知識のアップデートができ
た」といった感想が寄せられた。

よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
る
こ
と
で
面
白
い
映
像
が
撮
れ
る
」な
ど
と
い
っ
た
研

究
内
容
の
紹
介
に
留
ま
ら
ず
、そ
れ
を
応
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
起
業
ま
で
の

経
緯
を
聞
い
た
。多
く
の
学
生
か
ら「
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
が
米
国
で
起
業
す
る

と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
刺
激
を
受
け
た
」、「
進
路
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
深
く
考
え
る
機

会
に
な
っ
た
」、「
起
業
に
関
す
る
経
験
を
聞
き
、キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
選
択
の
幅
が
広

が
っ
た
」と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。自
分
が
何
を
ど
の
よ
う
に
学
び
、得
た
も
の

を
社
会
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
。仲
田
氏
の
研
究
に
ま
つ
わ
る
話
と
経
験
談
は
、

今
と
将
来
を
真
剣
に
考
え
る
学
生
た
ち
の
視
野
を
大
き
く
広
げ
る
も
の
と
な
っ
た
。

Extending Boundaries for

Human-Robot Cooperation-

Natural Interactions with

Context-aware Social Robots

オンライン開催

2021

第2回
国際シンポジウム

10:00-10:10 
Opening Session
10:00-10:05
Welcome Address
Hideo Ohno
President, Tohoku University

10:05-10:10
Opening remarks
Toshiro Kaneko
Program Coordinator,
WISE Program for AI Electronics,Tohoku 
University

10:10-11:00

Conversational AI becoming 
mainstream
Keynote 
Alex Acero
Senior Director, Apple

11:10-12:00

Human Perspective Scene 
Understanding via Multimodal 
Sensing
Keynote 
Chiori Hori
Senior Principal Research Scientist, 
Mitsubishi Electric Research Laboratories

12:00-13:30
Lunch

2回目となる国際シンポジウムが開催された。AIE研
究者による基調講演をはじめ、本学の先生方による人
工知能エレクトロニクスに関するデバイスからシステ
ム、アプリケーションに至るまでの研究トピックスが披
露された。AIEの現在と未来が見える1日となった。
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P02 13:30-14:00

Brainmorphic computing 
hardware paradigm
for edge AI
Invited
Yoshihiko Horio
Professor, Research Institute of Electrical 
Communication, Tohoku University

14:00-14:30

Real-world Intelligent Systems 
and Energy-E cient 
Accelerators
Invited
Masanori Hariyama
Professor, Graduate School of Information 
Sciences, Tohoku University

14:30-15:00

Searching for rare atomic 
nuclei via image analysis using 
machine learning
Invited
Junya Yoshida
Assistant Professor, Graduate School of 
Science, Tohoku University Visiting Scientist, 
High Energy Nuclear Physics Laboratory, 
RIKEN

15:15-15:55

Human resource development 
cost as an essential 
investment for establishing 
sustainable society
Keynote
Hiroshi Amano
Professor, Institute of Materials and Systems 
for Sustainability Center for Integrated 
Research of Future Electronics, Nagoya 
University

16:00-16:50

Computer Vision: Geometry, 
Uncertainty and Deep 
Learning
Keynote
Roberto Cipolla
Professor of Information Engineering, 
University of Cambridge
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AI Electronics

AIE研究者の「知」が
つながり、計り知れぬ
化学反応が起こる日

2
15

この映像・音声・文章は本物か？
進化する「フェイクメディア」に対して
変化していくべき創造的開発とはNeuralX, inc

CEO 仲田 真輝 氏

第2回AIE講演会
オンライン開催
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求められるのはスマホ、
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東北大学  人工知能エレクトロニクス
卓越大学院プログラム
〒980-8579 
仙台市青葉区荒巻字青葉6-6-05
東北大学工学部電子情報システム・応物系
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